
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

   

震
度
六
強
の
地
震
を
続
け
て

被
災
し
た
当
地
区
で
は
、
災
害

時
の
連
絡
手
段
の
確
保
は
必
須

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。 

中
越
地
震
後
の
防
災
会
議

で
、
広
大
な
北
条
地
区
に
お
い

て
情
報
の
混
乱
を
防
ぎ
、
情
報

の
一
元
化
を
図
る
た
め
に
は

「
無
線
」
が
一
番
便
利
で
効
果

的
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
昨
年
の
防
災
訓

練
で
も
実
証
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
整
備
に
は
多
額
な
経
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

そ
ん
な
時
、
自
主
防
災
組
織

結
成
町
内
会
に
対
し
、
中
越
大

震
災
復
興
基
金
の
一
環
で
あ
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事

業
」
が
あ
る
こ
と
を
行
政
か
ら

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

       

こ
の
補
助
金
は
、
被
災
し
た
集

会
施
設
等
の
復
旧
支
援
や
防
災

資
機
材
等
の
整
備
に
使
用
で
き

る
も
の
で
、
上
限
二
百
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。 

全
町
内
会
が
こ
の
補
助
金
を

活
用
し
、
そ
の
一
部
を
地
区
内

の
無
線
整
備
に
充
て
る
こ
と
を

決
定
し
た
直
後
に
、
中
越
沖
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。 

九
月
に
入
り
、
基
地
局
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
各
集
落
セ
ン
タ
ー
間
に
お

け
る
電
波
伝
搬
調
査
を
実
施
。

結
果
、
十
二
カ
所
の
集
落
に
通

話
困
難
な
場
所
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
施
設
に

は
中
継
局
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
や

基
地
局
用
機
材
の
設
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
残
る
八
集
落
は

簡
易
無
線
機
の
設
置
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
無
線
整
備
に
か
か

る
費
用
は
町
内
会
に
よ
っ
て
違

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
補
助
対
象
外

の
た
め
、
基
地
局
整
備
に
要
す

る
費
用
や
設
置
許
可
が
お
り

ず
、
市
や
県
に
交
渉
。
結
果
、

地
域
の
情
報
連
絡
統
括
す
る
大

き
な
役
目
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
は
お
金
は
出
な
い
が
設
置

は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
費
用
を
全
て
合

算
し
、
全
集
落
で
均
等
割
に
し

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 
今
後
、
活
躍
し
て
欲
し
く
な

い
道
具
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
現

在
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

迅
速
・
正
確
な
情
報
伝
達
が
必

要
で
す
。 

設
置
工
事
が
十
二
月
三
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
完
了
は
来

年
の
一
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

総
代
連
絡
協
議
会 

会
長 

 

加
藤 

 

保

  

十
一
月
十
八
日
（
日
）
、
大

勢
の
ご
来
賓
の
参
列
を
賜
り
、

無
事
、
安
全
祈
願
祭
と
竣
工
式

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
前
日
の
晴
天
が
ウ
ソ

の
よ
う
な
悪
天
候
の
た
め
、
安

全
祈
願
祭
及
び
式
典
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
み
を
現
地
公
園
で
行

い
ま
し
た
。 

新
年
度
か
ら
地
区
の
管
理
・

運
営
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
市
の
農
林
水
産
課
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。 

 
 

  

冊
子
片
手
に 

北
条
地
区
内
の
山
城
検
証
！ 

                

上
記
、
広
田
農
総
公
園
竣
工

式
と
同
日
の
十
一
月
十
八
日
、

教
育
振
興
室
が
先
人
北
条
毛
利

氏
と
地
区
内
の
山
城
を
詳
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

講
座
を
開
催
し
た
。 

 

教
材
は
六
月
に
出
版
し
た
冊

子
「
越
後
北
条
毛
利
氏 

山
城

と
隆
盛
の
あ
と
」
。 

 

著
者
・
平
原
先
生
を
講
師
に

巡
っ
た
山
城
は
、
北
条
毛
利
家

の
下
に
「
地
侍
」
が
多
く
存
在

し
た
こ
と
を
裏
付
け
、
毛
利
を

知
る
原
点
と
な
っ
た
。 

 

次
回
は
越
後
北
条
毛
利
氏
の

総
括
と
な
る
。 

 
 
 
 
 

（
教
育
振
興
室
） 
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江
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東
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広
田
農
村
公
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善根  毛利浄廣の墓を訪ねて 


